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当連盟 伊藤義郎名誉会長は、令和５年１２月５日御逝去されました。（96歳） 

謹んでご報告申し上げます。 

 

伊藤名誉会長は、札幌スキー連盟の会長として５０年の長きにわたり、卓越した指導力

行動力でスキー界を牽引、国際スキー連盟副会長の要職を務められ、世界における『札幌』

の国際化に偉大な功績を残されました。 

1972年札幌オリンピック開催に尽力、以降1980年よりFISジャンプワールドカップ 

札幌大会の継続開催、2007年 FISノルディックスキー世界選手権大会、アジア冬季札幌大

会の3回にわたる開催、また、宮様スキー大会国際競技会大会長として40年、大会の国際

化と事業の発展を支えてこられました。 

伊藤名誉会長がわが国のスキー・スノースポーツに残された偉大な足跡に思いを馳せ、

我々に示し続けた情熱、共に築いてきた「誇り」と歴史を、今後も継承して参ります。 

 

ここに伊藤名誉会長の長年にわたるご尽力に深く感謝申し上げますと共に、心からの 

深甚なる弔意を表します。 

 

 

令和５年１２月 

 

公益財団法人札幌スキー連盟 

 

 

                                        

 

略歴 

昭和43年5月 札幌スキー連盟会長就任 

昭和44年   国際スキー連盟理事 

昭和54年   国際スキー連盟副会長 

昭和58年   JOC日本オリンピック委員会委員 

平成16年   全日本スキー連盟会長 

 

平成22年(2010年) キング・オラフ・トロフィー受賞 

平成29年   旭日重光章受章 

 

 

 


